
京都霊園からの
お知らせ

①ご遺骨の納骨や改葬について
墓地にご遺骨を納骨される場合は、「墓地、埋葬等に関する法律（通称墓埋
法）」により火葬場発行の「火葬証明書（地域により名称は違います）」を納骨
する霊園に提出して頂くよう定められています。
また、一度納骨されたご遺骨を別の場所に改葬される場合は、保健所（地域
により役所が担当する場合もあります）で「改葬許可証」の申請手続きにより、
改葬が認められる事になっています。

（墓地、埋葬に関する法律の第8条と第14条より）

②お墓の使用名義人（権利者）の承継について
墓地、祭壇（仏壇）、位牌などを民法では「祭祀財産」と呼びます。この祭祀財
産は相続人の間で分割しますと、祖先の祭祀をするときに不都合が生じる場
合があるので、相続財産とは別個に特定の１人に受け継がせることになって
います。これを「祭祀承継」といいます。
祭祀財産を受け継ぐ人は、被相続人（故人）が生前に指定していたのであれ
ば問題ありません（生前承継もこれにあたります）。次に被相続人による指定
がなく、遺族間での合意がない場合には、家庭裁判所の調停、もしくは審判に
よって決められることになっています。

（民法第897条の１項と２項より）

以上の法律による規定がございますので、ご納骨、ご改葬、墓地の
使用権承継につきましては、当霊園の所定のお手続きをして頂きますよう、

ご協力をよろしくお願いいたします。

○ご納骨　○ご改葬　○お墓の名義承継
などのお届けは法律に定められた手続きです

京
都
霊
園
だ
よ
り

や
ま
び
こ
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二
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七
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春
号
】
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や
ま
び
こ
百
科

古
来
、京
都
に
は
進
取
の
気
風
が
あ
り
、

新
し
い
物
事
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
集
い
、交
わ
り
、

文
化
や
産
業
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
風
が
時
代
を
動
か
し
、こ
の
国
の
歴
史
が
綴
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年（
二
〇
一
七
年
）は
、二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
で
大
政
奉
還
が

成
立
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
年
。今
回
の『
お
も
し
ろ
京
都
学
』は
、

時
代
の
先
端
を
歩
ん
だ
京
都
に
注
目
し
ま
し
た
。

お
も
し
ろ

京
都
学
そ
の
二
十
五

京都霊園だより
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河
原
町
蛸
薬
師
を
東
に
折
れ
る
と
、北
側
に
小

さ
な
お
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
、現

在
の
場
所
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
南
の
土
佐
藩
邸
内

に
あ
っ
た
土
佐
稲
荷
で
す
。南
北
朝
時
代
に
鴨
川

の
中
洲
に
祀
ら
れ
た
祠
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、岬
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。龍
馬

を
始
め
と
す
る
土
佐
の
志
士
た
ち
の
信
仰
を
集
め
、

藩
邸
内
で
あ
り
な
が
ら
地
域
の
人
々
に
も
開
放
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。明
治
維
新
の
後
、土
佐
藩
邸

跡
に
小
学
校（
立
誠
小
）が
建
て
ら
れ
る
際
、現
在

の
場
所
に
移
さ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
、土
佐
に
遷

座
し
よ
う
と
す
る
と
、海
が
大
荒
れ
に
な
っ
て
船

を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、再
び
京
都
に
戻
さ
れ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。境
内
に
は
龍
馬
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
や
写
真
が
あ
り
ま
す
。

土
佐
の
志
士
の
信
仰
を
集
め
る

ほ
こ
ら
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り
ょ
う
ぜ
ん

　
暗
殺
さ
れ
た
龍
馬
と
中
岡
慎
太
郎
の
葬
儀
は

11
月
17
日
の
夜
に
近
江
屋
で
執
り
行
わ
れ
、二
人

は
東
山
の
霊
山
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。墓
所
に
は
、

左
側
に
龍
馬
、右
側
に
中
岡
慎
太
郎
の
墓
が
並
ん

で
建
ち
、奥
に
は
一
緒
に
い
て
難
に
遭
っ
た
藤
吉
の

墓
が
あ
り
ま
す
。龍
馬
ら
の
墓
が
あ
る
霊
山
護
国

神
社
は
、明
治
維
新
に
奔
走
し
な
が
ら
生
命
を
落

と
し
た
志
士
を
祀
る
た
め
に
、明
治
元
年
（
一
八

六
八
年
）年
、明
治
天
皇
の
命
令
に
よ
り
創
建
さ

れ
た
神
社
で
す
。龍
馬
の
ほ
か
に
も
、木
戸
孝
允
、

池
田
屋
騒
動
の
殉
職
者
な
ど
一
〇
四
〇
余
名
も

の
墓
地
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、隣
接
す
る
霊
山
歴

史
館
は
、龍
馬
暗
殺
に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
刀
や

龍
馬
直
筆
の
書
状
な
ど
を
収
蔵
し
、新
撰
組
や
幕

府
に
関
す
る
資
料
も
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

幕
末
の
志
士
た
ち
が
眠
る

　
京
都
で
龍
馬
は
三
条
の
池
田
屋
を
定
宿
と
し
て

い
ま
し
た
が
、身
の
安
全
を
確
保
す
べ
く
、河
原
町

通
三
条
下
ル
の
材
木
商・酢
屋
、河
原
町
蛸
薬
師
下

ル
の
醤
油
商・近
江
屋
を
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。

慶
応
3
年
（
一
八
六
七
年
）11
月
15
日
、盟
友
の
中

岡
慎
太
郎
が
龍
馬
を
近
江
屋
に
訪
ね
て
き
ま
す
。

二
階
で
話
し
合
い
を
し
て
空
腹
を
覚
え
た
二
人
は
、

使
い
の
者
に
軍
鶏
を
買
い
に
行
か
せ
ま
す
。そ
の
間
、

奈
良
の
十
津
川
か
ら
来
た
と
す
る
客
が
、龍
馬
を

訪
ね
て
き
ま
す
。応
対
に
出
た
元
力
士
の
山
田
藤

吉
が
取
り
次
ご
う
と
し
ま
す
が
、後
ろ
か
ら
切
ら

れ
大
声
を
だ
し
ま
す
。こ
の
騒
ぎ
に
龍
馬
が「
ほ
た

え
な
！
」と
声
を
上
げ
、居
場
所
が
わ
か
っ
た
刺
客

は
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
二
人
を
襲
撃
し
ま
す
。

奇
し
く
も
龍
馬
33
歳
の
誕
生
日
の
こ
と
で
し
た
。

33
歳
の
誕
生
日
の
夜
に

り
ょ
う

お
と
め

　
坂
本
龍
馬
に
と
っ
て
京
都
は
、薩
長
同
盟
の
設

立
な
ど
活
動
の
舞
台
で
あ
る
と
と
も
に
、妻
、お
龍

と
の
出
会
い
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。お
龍
は
天
保

12
年
（
一
八
四
一
年
）に
、医
師
、楢
崎
将
作
の
長

女
と
し
て
生
ま
れ
、裕
福
な
家
庭
で
育
て
ら
れ
ま

し
た
。し
か
し
、父
が
亡
く
な
る
と
、お
龍
の
母
と

末
妹
は
、土
佐
の
亡
命
志
士
の
隠
れ
家
に
な
っ
て
い

た
方
広
寺
門
前
の
河
原
屋
五
兵
衛
の
隠
居
所
に

住
み
込
み
で
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
隠
居

所
に
坂
本
龍
馬
も
住
ん
で
お
り
、母
、妹
を
訪
ね

る
う
ち
に
、龍
馬
と
お
龍
は
親
し
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。龍
馬
は
お
龍
の
自
由
奔
放
な
性
格
を
気
に

入
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、姉
の
乙
女
に
宛
て
た
手
紙
の

中
で
、お
龍
の
こ
と
を「
ま
っ
こ
と
に
お
も
し
ろ
き

女
」と
記
し
て
い
ま
す
。

お
も
し
ろ
き
女
と
出
会
う

平
成
29
年（
二
〇
一
七
年
）は

坂
本
龍
馬
の
没
後

百
五
十
年
に
あ
た
り
ま
す
。

お
も
し
ろ
京
都
学

龍
馬
と
京
都
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お
も
し
ろ
京
都
学

　
古
都
京
都
と
西
洋
音
楽
は
イ
メ
ー
ジ
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し

か
し
、公
立
の
高
校
に
音
楽
課
程
を
設
置
し
、音
楽

短
大
を
開
設
し
た
の
は
京
都
が
日
本
初
。昭
和
31

年
（
一
九
五
六
年
）に
自
治
体
が
経
営
す
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
創
立
し
た
の
も
京
都
が
初
め
て
で
し

た
。京
都
市
交
響
楽
団（
京
響
）と
名
付
け
ら
れ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、48
名
の
団
員
で
ス
タ
ー
ト
。6
月

18
日
の
先
斗
町
歌
舞
練
場
で
の
披
露
演
奏
会
を
経

て
、翌
19
日
に
円
山
公
園
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
た
第
1
回
定
期
演
奏
会
に
は
、4
千
5
0
0
人

を
超
え
る
人
が
詰
め
か
け
、通
路
に
座
っ
た
り
、木

に
よ
じ
登
っ
た
り
し
て
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。現
在
、

団
員
は
倍
近
く
に
な
り
、京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

を
拠
点
に
国
内
外
で
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

自
治
体
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
経
営

　
明
治
28
年（
一
八
九
五
年
）2
月
1
日
、下
京
の

東
洞
院
塩
小
路
か
ら
伏
見
の
油
掛
通
ま
で
の
約

6
km
を
、市
街
電
車
が
走
り
ま
し
た
。京
都
で
は
、

こ
の
5
年
前
の
明
治
23
年
（
一
八
九
〇
）年
に
琵

琶
湖
疏
水
、翌
年
に
は
蹴
上
発
電
所
が
完
成
。日

本
初
の
水
力
発
電
事
業
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
電

力
を
使
っ
た
、国
内
で
初
め
て
の
電
車
で
す
。当
時

の
電
車
は
、出
発
の
合
図
の
音
か
ら「
チ
ン
チ
ン
電

車
」と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。乗
降
は
ど

こ
で
も
自
由
で
、昼
間
は
旗
、夜
間
は
提
灯
を
持
っ

て
電
車
の
先
を
走
り「
電
車
が
き
ま
っ
せ
え
。あ
ぶ

の
お
っ
せ
え
」と
叫
び
な
が
ら
線
路
を
走
る
告
知
人

と
呼
ば
れ
る
少
年
た
ち
が
い
ま
し
た
。ま
た
、藻
の

掃
除
や
琵
琶
湖
の
増
水
な
ど
で
疎
水
の
流
れ
が
止

ま
る
と
、電
車
も
休
業
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
初
の
水
力
発
電
を
利
用

京
の
日
本
初

　
日
本
初
の
近
代
小
学
校
は
、明
治
2
年
（
一

八
六
九
年
）5
月
21
日
に
開
校
し
た
、上
京
第
二

十
七
番
組
小
学
校（
後
の
柳
池
小
）で
す
。当
時
、

京
都
の
市
街
地
は
上
京
、下
京
に
分
け
ら
れ
、上

京
に
33
、下
京
に
32
の
番
組
と
い
う
学
区
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
番
組
ご
と
に
小
学
校
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、上
京
の
第
二
十
七
番

組
に
最
初
の
小
学
校
が
開
校
し
た
の
で
す
。国
に

よ
っ
て
学
制
が
定
め
ら
れ
る
3
年
も
前
の
こ
と
で

し
た
。上
京・下
京
合
わ
せ
て
65
も
あ
る
番
組
の

中
で
、上
京
の
第
二
十
七
番
組
が
い
ち
早
く
開
校

し
た
の
は
、地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
学
校
建
設
を

進
め
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。私
財
を
投
じ
た
熊
谷

直
孝
を
始
め
、町
衆
に
よ
る
多
く
の
寄
付
や
献
金

に
よ
っ
て
日
本
初
の
小
学
校
が
実
現
し
た
の
で
す
。

町
衆
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
開
校

り
ゅ
う
ち

　
駅
伝
競
争
が
日
本
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？
い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
大
正

6
年
（
一
九
一
七
年
）４
月
27
日
、た
す
き
を
掛

け
た
2
人
の
陸
上
選
手
が
三
条
大
橋
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
は
東
京
・
上
野
の
不
忍
の
池
。

関
東
組
と
関
西
組
に
分
か
れ
、23
区
5
1
4
km
を

3
日
間
か
け
て
走
る
日
本
初
の
駅
伝
競
争
の
始

ま
り
で
す
。当
時
は
大
き
な
川
に
ま
だ
橋
が
な
く
、

選
手
は
渡
し
舟
を
使
っ
た
そ
う
で
す
。レ
ー
ス
は
関

東
軍
が
関
西
軍
に
1
時
間
24
分
の
差
を
つ
け
、41

時
間
44
分
で
勝
利
。関
東
組
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
を

務
め
た
金
栗
四
三
は
、明
治
45
年
（
一
九
一
二

年
）の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
種
目
に
日

本
人
と
し
て
初
参
加
し
た
選
手
で
、日
本
の
マ
ラ
ソ

ン
の
父
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
日
間
五
百
キ
ロ
を
超
え
る
戦
い

し
そ
う



78

おもしろ京都学 情報ファイル

儒
教
で
は
、仁・義・礼・智・信
の
五
徳
を
人
が
大
切

に
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。武
士
道
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
考
え
方
で
す
が
、伊
達
政
宗
は
こ
の

五
徳
を
独
自
に
解
釈
し
、「
五
常
訓
」と
し
て
表
現

し
て
い
ま
す
。意
訳
す
る
と
、人
を
思
い
や
り
過
ぎ

る
と
自
分
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
。筋
を
通
す
こ

と
に
固
執
す
る
と
融
通
が
利
か
な
い
。礼
儀
正
し

さ
も
過
ぎ
る
と
こ
び
る
こ
と
に
な
る
。知
識
や
経

験
が
増
え
る
と
人
を
ご
ま
か
す
よ
う
に
な
る
。人

を
信
じ
過
ぎ
る
と
損
を
す
る
、と
な
る
で
し
ょ
う

か
。ど
ん
な
大
切
な
こ
と
も
過
剰
に
な
る
と
、悪
い

結
果
を
招
く
と
い
う
こ
と
で
す
。五
常
訓
は
さ
ら

に
こ
う
続
き
ま
す
。「
気
な
が
く
心
穏
や
か
に
し
て
、

よ
ろ
ず
倹
約
を
用
い
金
を
備
う
べ
し 

倹
約
の
仕
方

は
不
自
由
を
忍
ぶ
に
あ
り 

こ
の
世
に
客
に

来
た
と
思
え
ば 
何
の
苦
労
も
な

し 

朝
夕
の
食
事
は
、う
ま

か
ら
ず
と
も
誉
め
て
食
う
べ

し
」。伊
達
政
宗
に
は
豪
快

で
派
手
好
き
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、五
常
訓
か
ら

は
深
い
洞
察
力
と
人
間
と

し
て
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。平
成
29
年（
二
〇

一
七
年
）は
伊
達
政
宗
の
生

誕
4
5
0
年
に
当
た
り
ま
す
。

一寸
いい一言

仁に過ぎれば弱くなる。
義に過ぎれば固くなる。
礼に過ぎれば諂いとなる。
智に過ぎれば嘘をつく、
信に過ぎれば損をする。（伊達政宗） ■「楢崎家跡」石碑

　  京都市中京区柳馬場三条下ル東側
　  交通／地下鉄烏丸線「御池」または東西線「市役所前」
　　　　  下車徒歩約10分

■土佐稲荷（岬神社）
　  京都市中京区蛸薬師通河原町東入
　  交通／阪急「河原町」下車徒歩約５分

■「坂本龍馬・中岡慎太郎遭難の地」石碑
　  京都市中京区河原町通蛸薬師下ル西側
　  交通／阪急「河原町」下車徒歩約５分

■京都霊山護国神社・霊山歴史館
　  京都市東山区清閑寺霊山町１
　  ☎075-561-7124（神社）、531-3773（歴史館）
　  交通／市バス「東山安井」下車徒歩約10分

■「鉄道事業発祥の地」石碑
　  １ ： 京都市下京区塩小路通東洞院
　  ２ ： 京都市伏見区下油掛町
　  交通／１：JR・地下鉄「京都」下車すぐ、
　　　　２：京阪「伏見桃山」下車徒歩約15分

■「日本最初小学校龍柳校」石碑
　  京都市中京区御池通柳馬場北東角
　  交通／地下鉄烏丸線「烏丸御池」または
　　　　東西線「市役所前」下車徒歩約５分

■駅伝記念碑
　  京都市東山区三条大橋東詰
　  交通／京阪電車「三条」下車すぐ

■京都市交響楽団
　  京都市左京区下鴨半木町1-26 京都コンサートホール内
　  ☎075-711-3110

へつら



沓掛西口バス3番のりば運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

25A
桂駅東口

B 01  B 06  26  B 41

11

28A
京都駅前（桂駅東口経由）

56
56
56

56
54
17  50
20

00  59

11A
JR桂川駅前

45
35
40
35
22
35
40
22
22　B36　41

01  31
46

12A
JR桂川駅前(洛西経由）

A11  B 51
31
51

平　　日（月曜日～金曜日）

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

25A
桂駅東口

28A
京都駅前（桂駅東口経由）

26

58

11A
JR桂川駅前

08
06
06
06
06
06
06
06

学休日運休 　　A  京都成章高校通常授業日のみ（水曜除く）運転 　B  京都成章高校水曜のみ授業日運転

平成28年3月26日改正 平成28年3月26日改正

土曜のみ運転

沓掛西口バス1番・2番のりば運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1(1番のりば)
桂駅東口（三ノ宮経由）
58

2・28・28B(1番のりば)
京都駅前（桂駅東口経由）
02  29  46
13  33  50
10  36  56 
16  36
16  36
16  36
16  36
16  36
16  36
16  36
37
10  30  50
10  32  50
10  40

　21A（2番のりば）
　京都駅前（五条通経由）

　 19
　 24
　 24
　 24
　 19

　 19  54
　 16
　 36
　 29

1・1A・2(2番のりば)
亀岡駅前 保津川下り乗船場

09  42  57
22
ホ10  ホ30  ホ50
ホ10  ホ30  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
ホ10  ホ50
10  50
10  B44  50
10  30  A31  50
10  32  52
12  32  52

平　　日（月曜日～金曜日）

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行 　A  京都成章高校通常授業日のみ（水曜除く）運転 　B  京都成章高校水曜のみ授業日運転

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1(1番のりば)
桂駅東口（三ノ宮経由）

2・28(1番のりば)
京都駅前（桂駅東口経由）
21  44
21  51
26  56
26  56
26  56
26  56
26  56
56
26  56
26  54
27  49
19  49
19  58
28

　21A（2番のりば）
　京都駅前（五条通経由）

　 19
　 19
　 19
　 19
　 19
　 24
　 19
　 59

1・1A・2(2番のりば)
亀岡駅前 保津川下り乗船場

54
20
ホ00  ホ35
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
ホ00  ホ30
00  30
00  30
00  30
03  33
03  31

土　日　祝　日

910

沓掛西口バスのりば N

京都霊園
京都方面

亀岡方面

国
道
9
号
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京都駅前・阪急桂駅東口・ＪＲ桂川駅前
の各バス乗り場から京都成章高校前行
きの路線バスが、沓掛西口バス3番の
りばに停車します。

1番のりば

2番のりば

3番
のりば

土　日　祝　日

京阪京都交通バスガイド京都霊園へは、「沓掛西口」で下車 保存版

12A
JR桂川駅前(洛西経由）

４月に、ダイヤ改正の可能性がありますので、ご注意ください
（9ページより12ページまで）



JR桂川駅バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平　　日（月曜日～金曜日）

学休日運休

11A
京都成章高校前

02  14  21  40
11
05　35
05
05　35
05
05
05　50

12A
京都成章高校前(洛西経由）

00

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

土　日　祝　日
11A
京都成章高校前

21 
34
35
35
35
35
35
35
35

12A
京都成章高校前(洛西経由）

阪急洛西口駅バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

平　　日（月曜日～金曜日）

JR
桂川駅

N
阪急洛西口駅バスのりば

JR桂川駅バスのりば
学休日運休

1112

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

2
亀岡駅前  保津川下り乗船場

12  38
ホ18  ホ53
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
ホ18  ホ48
18  48
18  48
18  46
19  49
19  49
23  52

28A
京都成章高校前

01  21  48　58
 
08

21A・27
京都成章高校前

55
25
25
25
25
25

土　日　祝　日
系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1・2
亀岡駅前  保津川下り乗船場

36
02  ホ42
ホ17  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  ホ42
ホ12  42
12  42
12  42
12  45
15  45
13  47

25A・28A
京都成章高校前

25  45
12  22
32

土　日　祝　日

土曜のみ運転

土曜のみ運転土曜のみ運転

土曜のみ運転

平成28年3月26日改正阪急桂駅東口バスのりば 運行予定時刻表

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1・2
亀岡駅前  保津川下り乗船場
53
24  39
04  ホ52
ホ12  ホ32  ホ52
ホ12  ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  ホ52
ホ32  52
32  52
32  52
12  32  52
14  34  54
14  34  54

25
桂坂中央

43
 

25A・28A
京都成章高校前

29  54
03 12 14 19  24 35 42

12
12
12

12

平　　日（月曜日～金曜日）

阪急 桂駅
▼東口

バス乗り場

セブンイレブン

※25Aのみ3番のりばから発車します。

N

2番のりば

JR京都駅

市バスのりば

京都
タワービル

市
バ
ス
の
り
ば

市バスのりば

JRバスのりば

塩小路通

烏
丸
通

歩
道

歩道
C2

▲中央口

Nのりば

平成28年3月26日改正

平成28年3月26日改正 平成28年3月26日改正

京都駅前バスのりば 運行予定時刻表

▲桂坂中央行き（27号系統）

阪急桂駅東口バスのりば 京都駅前バスのりば
25A・学休日運休

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

2
亀岡駅前  保津川下り乗船場
31
16  41
ホ28  ホ48
ホ08  ホ28  ホ48
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  ホ28
ホ08  28
08  28
08  28  46
06  26  46
06  28  48
10  30  50

28A
京都成章高校前

06  31  51
01  11  18

48
48
48

48

21A・27
京都成章高校前

▲00  ▲35  55
20  35
05
30
30
30

平　　日（月曜日～金曜日）

11A
京都成章高校前

04  16  23  42
13
07　37
07
07　37
07
07
07　52

12A
京都成章高校前

02

系統番号

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

土　日　祝　日
11A
京都成章高校前

23
36
37
37
37
37
37
37
37

12A
京都成章高校前

阪急
洛西口駅

N

1番のりば

3番のりば

3番のりば

ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行 ホ  亀岡駅前経由保津川下り乗船場行



（定義）
第１条　この規定は霊園の使用について定めたものです。
（使用の資格）
第２条　宗旨・宗派に関係なく使用できます。
（使用の制限）
第３条　墓地は埋骨および墓石類の建立にのみ使用できます。
　　　　但し、遺体を埋葬することはできません。
（墓地使用の申込）
第４条　墓地使用希望者は次の手続きをして戴きます。
　　　 ①墓地永代使用申込書に住民票叉は住所、氏名を明確に出来る書類を添え
　　　　 て提出して下さい。
　　　　②申込時に証拠金として５万円を前納して下さい。これは墓地永代使用料（第
　　　　 ５条）に充当致します。証拠金納付後１ヶ月以内に墓地永代使用料を完納
　　　　 して下さい。
　　　　③万一申込を取消しされた場合、証拠金は返還致しません。
（墓地永代使用許可証の交付）
第５条　①墓地永代使用許可証は別に定める墓地永代使用料および管理料３ヶ年分を
　　　　　納めて戴いた後交付致します。
　　　　②墓地永代使用許可証を紛失あるいは著しく汚損したときは再交付を申請し
　　　　 て下さい。
　　　　③墓地使用を取り消された場合、あるいは墓地を必要としなくなった場合は直
　　　　 ちに墓地永代使用許可証を返還して下さい。
　　　　④既納の永代使用料および管理料は一切返還致しません。
（住所変更等の届出）
第６条　住所・電話番号等に変更が生じたときは直ちに届け出て下さい。
（承継）
第７条　永代使用者の名義変更をする場合、相続人又は親族の一人のみに変更可能
　　　　ですので速やかに霊園に届け出て下さい。提出戴く書類は次の通りです。
　　　　①墓地永代使用継承許可申請書　　②戸籍謄本
　　　　③承継者の印鑑証明書　　　　　　④墓地永代使用許可証
　　　　⑤名義書替料
　　　　　（生前承継の場合は永代使用者の印鑑証明書を追加して下さい。）
　　　　⑥相続人及び親族がない場合は、霊園にご相談願います。
（使用許可の取り消し）
第８条　次の場合、墓地永代使用許可を取り消しさせて戴きます。但し、霊園の許可を
　　　　得た場合はこの限りではありません。
　　　　①第３条に違反したとき。
　　　　②墓地使用を許可した日から３年を経過しても墓石を建立しないとき。
　　　　③使用権者が死亡あるいは７年以上所在不明で、承継する者がないとき。
　　　　④５年以上管理料を納付しないとき。
　　　　⑤墓地を第三者に一括又は分割の譲渡又は転貸したとき。
　　　　⑥霊園の指示に違反したとき。

（埋骨後の使用権の放棄、取り消し）
第９条　①墓石建立後あるいは埋骨後に霊園の承諾を得て使用権を放棄あるいは第
　　　　 ８条により使用許可を取り消された場合、使用権者の費用と責任に於いて更
　　　　  地に復して下さい。
　　　　②前項の場合、墓地永代使用料及び管理料は返還いたしません。
　　　　③３ヶ月を経過しても更地に復されない場合、霊園にて移転合祀させて戴きま
　　　　 すが、その費用は使用権者の負担とし責任も使用権者に帰属いたします。
（墓石の建立）
第10条　①墓地永代使用許可証の交付後でないと墓石の建立あるいは埋骨は出来ません。
　　　　②霊園の尊厳維持と管理の必要上、霊園指定いずみ石材（株）以外では墓
　　　　 石の建立はできません。
　　　　③墓石その他工作物の改修又は現状を著しく変更しようとするときは事前に
　　　　 届け出て下さい。
　　　　④墓石の規定等に必要な制限を行う事があります。
　　　　⑤墓地の使用区画を明確にするため墓地使用を許可した日から１ヶ年以内に、
　　　　 巻石（境界石）の施工を完了させて下さい。
（埋骨等の手続き）
第11条　①埋骨または改葬の際には、事前に埋火葬許可証を提出し霊園の承諾を得
　　　　　て下さい。
　　　　②墓石代金を完納してなければ埋骨は出来ません。
（管理料）
第12条　①管理料は、事務費並びに園内の参道等共用部分の清掃・環境整備・お盆、
　　　　 お彼岸の無料送迎バスの運行費用、本霊園の運営管理に用する費用です。
　　　　 ご使用になる墓地内の清掃管理に用する費用は含まれておりません。また、
　　　　  墓碑建立が施工済みか否かは関係ありません。
　　　　②管理料は毎年、指定の期日迄に１ヶ年分を前納して戴きます。
　　　　③管理料は物価の変動等を勘案し改訂させて戴きます。
（園内の管理）
第13条　①園内の参道等の清掃、その他必要な管理は霊園が行います。
　　　　②使用区画内の清掃等は霊園では原則として行いません。
（墓地使用者の留意事項）
第14条　使用区画内の墓石その他工作物の転倒や、他人に迷惑を及ぼすおそれのあ
　　　　る場合は、自己の負担で至急修理して下さい。
（天災地変等）
第15条　天災地変等、霊園の責によらない墓地・墓石等の損傷については、使用権者
　　　   の負担とさせて戴きます。
（関係法令の遵守）　
第16条　使用権者はこの規定のほか墓地埋葬等に関する法律その他関係法令を遵
　　　　守して下さい。
（規定の改訂）　
第17条　本規定は事情の変更等により改訂させて戴きますのであらかじめご了承下さい。

京都霊園墓地使用規定

以上

1314



QA＆

◎ 

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば

　 い
い
の
で
す
か
？

◎ 

古
い
お
仏
壇
は

　 ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

仏
間
が
な
い
場
合
は
和
室
や
リ
ビ
ン
グ

な
ど
、
ご
家
族
が
お
参
り
し
や
す
い
場

所
に
設
置
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
木

材
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
水
回
り
の

近
く
な
ど
湿
気
の
多
い
場
所
、
直
射
日

光
の
当
た
る
場
所
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

方
角
に
つ
い
て
は
、
浄
土
が
あ
る
と
さ

れ
る
西
に
向
か
っ
て
お
参
り
で
き
る
よ

う
に
お
仏
壇
を
東
向
き
に
置
く
、
南
向

け
に
置
く
、
本
山
に
向
け
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

QAQA
し き た り

お
仏
壇
を
購
入
し
た
際
は
、
ご
本
尊
、
お

位
牌
に
魂
を
入
れ
て
も
ら
う
開
眼
法
要

が
必
要
で
す
。
新
し
い
お
仏
壇
を
設
置

し
て
、
ご
本
尊
、
お
位
牌
を
ま
つ
り
、

仏
具
も
す
べ
て
飾
り
終
え
て
か
ら
、
菩

提
寺
の
ご
住
職
に
魂
入
れ
の
儀
式
を
お

願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
お
寺
で
開
眼
法

要
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
ご
本
尊
と
お

位
牌
を
持
参
し
て
魂
入
れ
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
帰
宅
後
に
お
仏
壇
に
安
置
し

ま
す
。

◎ 

開
眼
法
要
を

　

 

す
る
そ
う
で
す
が
…
。

住
宅
事
情
が
許
す
な
ら
、ご
先
祖
か
ら
受

け
継
い
だ
お
仏
壇
を
、修
理
し
て
長
く
使

う
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

修
理
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、お
仏
壇
の
大
き
さ
や
状
態
、

修
理
の
方
法
な
ど
に
よ
り
、費
用
や
修
理

期
間
に
開
き
が
あ
る
の
で
、細
部
ま
で
確

認
し
、納
得
し
て
か
ら
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

お
仏
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で
の

出
張
修
理
に
対
応
し
て
い
る
業
者
も
あ

り
ま
す
。

◎ 

修
理
し
て

　

 

使
い
続
け
た
い
の
で
す
が
…
。

古
い
お
仏
壇
は
、魂
抜
き
の
法
要
を
行
っ

た
う
え
で
処
分
し
ま
す
。か
つ
て
は
、菩

提
寺
で
引
き
取
り
、お
焚
き
上
げ
し
て
い

た
だ
く
の
が
通
例
で
し
た
が
、最
近
は
環

境
問
題
な
ど
も
あ
り
、新
し
い
お
仏
壇

を
購
入
し
た
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う

の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た

魂
抜
き
の
法
要
と
、引
き
取
り
、処
分
を

ま
と
め
て
引
き
受
け
る
業
者
も
あ
る
の

で
、価
格
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
て
み
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
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お
仏
壇
の

買
い
替
え

か
い
げ
ん
ほ
う
よ
う



　厳
し
い
寒
さ
の
冬
の
時
期
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
を
告
げ
、春
の
心
地
よ
い
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。で
す
が
こ
の
時
期
、多
く
の
人
達
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
花
粉
症
。花
粉
症
に
よ
り「
く
し
ゃ

み
」が
止
ま
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の「
く
し
ゃ
み
」は
嚔
が
変
化

し
た
語
で
、能
や
歌
舞
伎
な
ど
で
は「
く
っ
さ
め
」と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、元
々
は
仏
教
の
仏
典
に
関
係

し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　あ
る
時
、お
釈
迦
様
が
く
し
ゃ
み
を
し
ま
し
た
。す
る
と
、弟
子
た
ち
が
一
斉
に「
ク
サ
ン
メ
」と
唱
え
て
、お
釈
迦
様
の
健
康
を
願
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。そ
の
よ
う
な
弟
子
が
師
の
健
康
を
気
遣
う
微
笑
ま
し
い
お
話
が
仏
典
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
ク
サ
ン
メ
」は
、イ
ン
ド
語
で

「
長
寿
」と
い
う
意
味
で
す
。イ
ン
ド
で
は
、く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、鼻
か
ら
魂
の
一
部
が
抜
け
出
し
寿
命
が
縮
ま
る
と
い
わ
れ
、そ
れ
を
免
れ
る

た
め
に「
ク
サ
ン
メ
」と
唱
え
る
風
習
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
は
長
寿
を
祈
る
呪
文
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
ク
サ
ン
メ
、安
陪
晴
明
が
有
名
な
陰
陽
道
で
は
、「
休
息
万
命
」「
休
息
万
病
」と
音
写
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
早
口
で
何
度
も
言
っ
て
い

た
ら
ク
サ
メ
に
な
っ
た
、と
い
う
説
も
あ
り
、く
し
ゃ
み
は
ク
サ
メ
か
ら
転
訛
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　ま
た
、く
し
ゃ
み
は
そ
の
回
数
に
よ
り
誰
か
が
噂
し
て
い
る
、と
い
う
俗
信
も
あ
り
ま
す
が
、「
一

　褒
め
ら
れ
、二

　謗
ら
れ
、三

　笑
わ
れ
、

四

　風
邪
ひ
く
」と
、祖
父
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　と
い
う
こ
と
で
、風
邪
や
花
粉
症
で
お
困
り
の
方
、ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                                        

　
　
　
　合

　掌
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仏
教
用
語
の

基
礎
知
識

 
く
し
ゃ
み vol.42

し
ゃ
か

し
ゃ
か

き
づ
か

ほ
ほ
え

ぶ
っ
て
ん

ち
ょ
う
じ
ゅ

は
な

た
ま
し
い

じ
ゅ
み
ょ
う

ち
ぢ

ま
ぬ
が

と
な

あ
べ
の

よ
っ
つ

か
ぜ

か
ぜ

か
ふ
ん
し
ょ
う

こ
ま

じ
あ
い

そ
ふ せ

い
め
い

お
ん
み
ょ
う
ど
う

う
わ
さ

ぞ
く
し
ん

ひ
と
つ

ふ
た
つ

み
っ
つ

わ
ら

そ
し

ほ

く
そ
く
ま
ん

く
そ
く

て
ん
か

ま
ん
び
ょ
う

お
ん
し
ゃ

は
や
く
ち

み
ょ
う

ふ
う
し
ゅ
う

ち
ょ
う
じ
ゅ

い
の

じ
ゅ
も
ん

き
び

こ
ま

の
う

か
ぶ
き

ぶ
っ
き
ょ
う

ぶ
っ
て
ん

く
さ
め

か
ふ
ん
し
ょ
う
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年
忌
法
要

故
人
の
遺
徳
を
偲
ぶた

い  

や

五
十
回
忌

昭
和
四
十
三
年
亡

三
十
三
回
忌

昭

和

六

十

年

亡

昭
和
五
十
四
年
亡

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

平

成

十

三

年

亡

平

成

七

年

亡

十
三
回
忌

平

成

十

七

年

亡

七

回

忌

平
成
二
十
三
年
亡

三

回

忌

平
成
二
十
七
年
亡

一

周

忌

平
成
二
十
八
年
亡

平成二十九年【年忌表】

年
忌
法
要
を
営
む
年

　亡
く
な
っ
た
翌
年
の
命
日
が
一
周
忌
、
翌
々
年
が
三
回
忌
に
あ
た
り
、
以
後
、
年
忌
表
に

あ
る
よ
う
に
、
五
十
回
忌
ま
で
営
む
の
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宗
教
・
宗

派
に
よ
り
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
ご
縁
の
あ
る
寺
院
な
ど

に
お
尋
ね
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
忌
法
要
の
日
取
り

　法
要
は
故
人
の
命
日
、
あ
る
い
は
逮
夜
と
呼
ば
れ
る
、
命
日
の
前
日
に
営
む
の
が
一
般
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
最
近
で
は
参
列
者
の
都
合
な
ど
を
考
え
て
、
休
日
に
営
む
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
命
日
よ
り
も
日
の
浅
い
日
（
早
い
日
）
を
選
ぶ
と
い
い
で
し
ょ
う
。

年
忌
法
要
の
招
待
者

　一
周
忌
は
親
戚
、
故
人
と
親
し
い
お
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
友
人
・
知
人
な
ど
を
お
招
き
し
、

三
回
忌
以
降
は
ご
遺
族
、
親
戚
だ
け
で
営
む
の
が
最
も
一
般
的
で
す
。
故
人
と
の
関
係
を
考

え
て
招
待
す
る
方
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
法
要
の
前
に
は
墓
や
仏
壇
を
忘
れ
ず
に
手
入
れ
し

た
い
も
の
で
す
。
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伝言板 N EWS
京都

霊園

どなた様でもお参り、
お焼香ができます。

■水子地蔵尊お供養日のご案内
　 平成29年3月25日（土） 午前11時より

お彼岸の期間は、下記の受付時間にて開園しております。

◎管理事務所受付時間  9:00～17:00
◎開門時間  6:00～19:00
◎無料送迎バス（大型シャトルバス）
　区  間 ／ 阪急桂駅西口～京都霊園管理事務所前
　始  発 ／ 午前8時15分（阪急桂駅・西口発）
　終  発 ／ 午後5時00分（京都霊園管理事務所前発）

●お彼岸の管理事務所業務について
　 平成２９年３月２３日（木）は通常業務を行います。

■2017年（平成29年）
　春のお彼岸行事のご案内

春のお彼岸 3月18日（土）、19日（日）、20日（月・祝）の
3日間

■合祀供養塔合同法要のご案内
　 平成29年3月12日（日） 午前11時より

写真未



乗 降 場 所

無 料 送 迎 バ ス 　 時 刻 表

阪急 桂駅 発車

阪急 桂駅 到着

1 2 3 4 5 6

京都霊園（管理事務所前）着

せんだん地区 前

岩切不動明王 前

るり・こはく地区 前

霊園折返し地点

ききょう・さくら地区 前

あやめ・はぎ地区 前

ホ・二地区 前

ハ・ロ地区 前

八角堂休憩所 前

京都霊園（管理事務所前）発車

9：00

9：22

9：24

9：25

9：26

9：29

9：30

9：31

9：32

9：33

9：35

10：10

10：12

10：13

10：14

10：17

10：18

10：19

10：20

10：21

10：23

10：26

10：48

10：55

11：17

11：19

11：20

11：21

11：24

11：25

11：26

11：27

11：28

11：30

12：05

12：07

12：08

12：09

12：12

12：13

12：14

12：15

12：16

12：18

12：21

12：43

12：50

13：12

13：14

13：15

13：16

13：19

13：20

13：21

13：22

13：23

13：25

14：00

14：02

14：03

14：04

14：07

14：08

14：09

14：10

14：11

14：13

14：16

14：38

霊
園
内  

停
車
場
所

■京都霊園送迎バス 運行時刻表

京都霊園ホームページ
リニューアルのご案内

ホームページアドレス

または、　　　　　　　　　 で宗教法人 仏舎利苑 京都霊園をクリック

http://www.kyoto-reien.jp
検 索京都霊園

◎最新の情報をトップページに記載。例えば、
　お彼岸やお盆の無料送迎バスの運行日程
　や、冬季の降雪による霊園内車道の積雪情
　報などもご確認いただけます。

◎当冊子「やまびこ」をpdfファイルにて掲載。

4月

３日（水・祝）、４日（木・祝）、５日（金・祝）、６日（土）

７日（日）、１３日（土）、１４日（日）

２０日（土）、２１日（日）、２７日（土）、２８日（日）
5月

6月

7月
１日（土）、２日（日）、８日（土）、９日（日）

１５日（土）、１６日（日）、１７日（月・祝）

２２日（土）、２３日（日）、２９日（土）、３０日（日）

１日（土）、２日（日）、８日（土）、９日（日）

１５日（土）、１６日（日）、２２日（土）、２３日（日）

２９日（土・祝）、３０日（日）

3月
４日（土）、５日（日）、１１日（土）、１２日（日）
２５日（土）、２６日（日）
※下記のお彼岸期間は桂駅西口発着のシャトルバス運行となります

３月１８日（土）・１９日（日）・２０日（月・祝）

３日（土）、４日（日）、１０日（土）、１１日（日）

１７日（土）、１８日（日）、２４日（土）、２５日（日）

■阪急桂駅東口バスのりば
お盆・お彼岸の送迎バスとは乗り場が異なりますので、ご注意ください。

東口バス乗り場

セブンイレブン

N

阪急 桂駅

3番のりば

梅田 河原町

無料送迎マイクロバス運行のお知らせ

京都霊園送迎バスは、下記の予定で阪急「桂」駅まで運行しております。

※但し、春秋のお彼岸、お盆の期間及び、年末と正月三が日は園内交通渋滞の為運休いたします。
　また、冬季は積雪のため運休する場合もございます。

※この時刻表は、交通事情により多少変わる場合もございますので、ご了承ください。

※バスの乗車人数は２８人乗りです。道路交通法により定員以上のご乗車はできませんので、
　満席の場合はご了承願います。なお、ご乗車できない場合にご利用された公共の路線バス
　運賃は、ご利用者の負担となります。
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